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⽬的 

カクレクマノミ(Amphiprion ocellaris)はイソギンチャクと共⽣することで有名である
が、毒をもつイソギンチャクに対して粘膜を持つ事で耐性を持つことで知られている
が、その粘膜を維持している鱗はとても⼩さく、⾁眼で確認できないため、形状を知
ることでどのようにして機能しているかを確認したい為。 
 

材料と⽅法 

本報告書では、カクレクマノミ(Amphiprion ocellaris)、同スズメダイ科・ルリスズメ
ダイ属に分類される、スプリンガーズデムワーゼル(Chrysiptera springeri )の鱗のみを
扱い、観察にはデジタルマイクロスコープを⽤いる。 
 

結果 

 
⾮常に⼩さいが⼀般的に硬⾻⿂類で⾒られる葉状鱗である。また、⾊素が鱗にも確認でき
る為、これらが無数に重なる事で、クマノミの鮮やかな⾊を作り出している。また、溝条



と思われる部分が波打っている事で粘膜を保持していると考え、年輪のように輪が複数形
成されているが、これらは隆起線である。 

 
スズメダイ科・ルリスズメダイ属に分類される、スプリンガーズデムワーゼル
(Chrysiptera springeri ）の鱗である。カクレクマノミ（Amphiprion ocellaris）と同じスズ
メダイ科である。カクレクマノミと違う点は櫛鱗（しつりん）であり、鱗の付け根に多数
の⼩棘が確認できる。また、隆起線がクマノミよりも細かい感覚で形成されている。 
 

考察 

カクレクマノミ（Amphiprion ocellaris）の鱗はスプリンガーズデムワーゼル(Chrysiptera 
springeri ）を含む、いくつかのサンプルと⽐べ隆起線の感覚が広いが、外に⾏くにつれて
間隔が狭まっており、成⿂であると推測できる。また、鱗⾃体には⼀般的な機能のみしか
確認できなかった為、カクレクマノミの鱗⾃体が特異的な物では無かった。その為、鱗は
単純に粘膜を保持しているだけであり、カクレクマノミ⾃⾝が分泌している粘液⾃⾝がイ
ソギンチャクから体表を守っていると考えられる。 
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